
 　　

チャレンジ期間（１２３日間）において県内免許保有者とチャレンジ参加者を比較すると

下のグラフのとおり、チャレンジ参加者が事故件数・違反件数ともに低い結果となりました。

特に事故件数の比較から、「事故防止について、チャレンジ参加の効果が高い」と実証されました。

　　　 　県内では昨年二輪車の事故で8人が亡くなっています

　スピードは控えめにして安全で快適な運転を心がけましょう

　　　　近年山梨県の全交通事故に占める飲酒の関係する事故の割合は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国平均を上回っている状況が続いています

　　　車で酒席に参加する場合は帰る方法をあらかじめ決めておきましょう

　　　　　　　　令和3年度のシートベルト着用率調査では、運転者９８．３％(全国９９．１％)

　　　後部座席５４．１％(全国４２．９％)という結果です（警察庁・ＪＡＦ合同調査）

　　　　　　　　　　　すべての座席で　シートベルトを着用しましょう

山梨県交通対策推進協議会
　　事務局　　山梨県県民生活部交通政策課内　　　４００－８５０１　　甲府市丸の内１－６－１　　　電話　０５５－２２３－１３５３

　　シートベルトはあなたの命を守ります

交通事故を防止するためのポイント１

　二輪車の事故が多発しています

交通事故を防止するためのポイント２

　　飲酒運転は悪質・危険な行為です

交通事故を防止するためのポイント３

チャレンジ期間：令和５年７月２１日（金）～同年１１月２０日（月）の１２３日間（予定）

【セーフティードライブ・チャレンジ１２３の効果】（令和４年度実績）

事故件数比較 　 違反件数比較 　

令和５年度も「セーフティードライブ・チャレンジ１２３」の参加受付を次の日程で予定しています。

チャレンジ期間（１２３日間）の無事故・無違反をチーム全員（５人）で達成して、「豪華賞品が当たる！？」 抽選会に参加しよう！

受付期間：令和５年６月上旬～同年６月下旬（予定）

参加申込書及び払込用紙（運転記録証明書交付申請料）の配布先：市町村・各地域県民センター他
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(C)Geo Technologies


